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置き配バッグ無料配布事業について



置き配バッグ無料配布事業について

○事業の目的

・市内における宅配便等に係る事業者の再配達の抑制

・宅配便等を利用する市民の行動変容

○本市の取り組み

・事業者における人手不足や物流の2024年問題解決への貢献

・2050年二酸化炭素排出量実質ゼロの脱炭素社会の実現を目指した地球温暖化対策



置き配バッグ無料配布事業について

○応募要件

・川越市内在住の世帯 ※１世帯あたり１件の応募に限る

・アンケートに協力できる世帯

・その他の要件を承諾していただける世帯（個人情報の取扱い、使用に伴う損害等）

○応募方法

・電子申請（川越市電子申請・届出サービス）



置き配バッグ無料配布事業について

【初回募集分】

申請受付期間

令和６年６月１０日～８月９日

配布個数

６，０００個

応募件数

１１，１３５件

【追加募集分】

申請受付期間

令和６年１１月１１日～１１月２０日

配布個数

２，０００個

応募件数

５，７８６件

※（内訳）初回落選者＋新規申請者



当選者アンケート



アンケート回答者の年齢層について
日中不在が予想される３０代～５０代が７割

１０代以下

0%
２０代

2%

３０代

13%

４０代

26%５０代

30%

６０代

18%

７０代以上

11%

年齢層

幅広い世代の方から置き配バッグ無料
配布事業にご応募を頂きました。

アンケートの回答につきましては、
４０代～６０代の方を中心にご回答頂
いております。



８３％の方が戸建て住宅に居住中

一戸建て

83%

集合住宅

17%

その他

0%

住居形態

８３％が戸建て住宅に住まわれている
ことがわかります。

集合住宅の場合は、共用の玄関口に置
き配BOXが設置されているケースや、
管理組合規定により各戸への置き配
バッグの設置が難しい等のケースが考
えられるため、戸建て居住者からの応
募が多いと考えられます。



大人のみの世帯が半数

一人暮らし

10%

２人以上

（親と１８歳未満の子ども）

40%

２人以上（大人のみ）

50%

家族構成

９０％の方が、２人以上で住んでいる
世帯に属されています。



置き配バッグ配布前
８９％が再配達を経験

０回

11%

１回

14%

２～３回

42%

４～５回

11%

６回以上

22%

再配達となった頻度
（置き配バッグ配布前）

直近１か月で再配達になった頻度を見
ると、「２～３回」が最多、次に「６
回以上」と続き、再配達になるご家庭
は、事情により複数回再配達になる傾
向があるとみられます。



置き配バッグ配布後
再配達となった回数が大幅に減少

再配達となった頻度
（置き配バッグ配布後）

直近１か月で再配達となった頻度を見
ると、置き配バッグ配布前と比較し、
再配達となった回数０回と回答した人
が６３％、１回と回答した人が２５％
であり、再配達抑制の効果が見られま
す。 ０回

63%
１回

25%

２～３回

10%

４～５回

1%

６回以上

1%



置き配バッグ配布後に再配達になった理由は
「生もの・食品のため」が最多
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458
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626
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置き配バッグが満杯だったため

配送員向けプラカード掲示忘れのため

注文時に置き配指定を忘れたため

置き配バッグの吊り下げ忘れのため

バッグに収納できない大きさ・形状のため

代引き・着払いの荷物のため

生もの・食品のため



不在時の置き配バッグの使用率は７２％

０回

28%

１回

28%２～３回

32%

４～５回

6%

それ以上

6%７２％の人に置き配バッグをご活用いただ
いております。

一方で、バッグを使用せずに玄関にそのま
ま置く「置き配」を活用する方や、事情に
より置き配バッグの使用をしないケースも
あるようです。



在宅時の置き配バッグの使用率は３５％

０回

65%
１回

14%

２～３回

15%

４～５回

3%
それ以上

3%不在時と比べると、在宅時は６５％の
人が置き配バッグを利用していない結
果となりました。

在宅時でも置き配バッグを活用してい
る人の中には、【アンケート抜粋】



置き配バッグ以外での宅配便受け取り方法は
対面が約７０％

305

388

486

175

204

4181
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その他（玄関前への置き配等）

置き配バッグでのみ

宅配ロッカー（ＰＵＤＯ等）

コンビニ窓口

営業所・郵便窓口

対面



事業の良かった点について
約４０％の方が再配達抑制への協力と回答

335

636

1208

1925

2888

その他（自由記述）

特にない

非対面での受け取りがしやすくなった

受取ストレスがなくなった

再配達抑制に協力できた

0 500 1000 1500 2000 2500 3000 3500



事業の悪かった点について
防犯面の不安が最多で約２５％

688

1474

1068

387

1039

1635

その他（自由記述）

特にない

設置が難しい

置き配バッグに入れてくれない

防水面の不安がある

防犯面の不安がある
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事業へのご意見（一部抜粋）

• 再配達は利用者にも宅配事業者にもストレスとなるため、置き配バッグにより再配達及び

そのコスト等の削減に協力出来てよかった。

• 荷物がサイズオーバーで再配達となってしまったが、宅配事業者から置き配バッグの設置

について感謝の言葉をいただいた。

• ネット購入で配達日を指定する必要がなくなり、購入時の不安がなくなった。

• 配送業者がバッグに気づかず不在票が入っていた、配送業者にも置き配バッグの利用を促

してほしい。

• 防犯面が気になり、使用をためらっている。

• 宅配ＢＯＸの方が防犯面、防水面などで安心できる。



宅配事業者アンケート



配送員の７３％が非対面（置き配等）での配送
が増えたと回答

かなり増えた

33%

少し増えた

40%

あまり変わらない

24%

少し減った

2% かなり減った

1%
１１月以降の配送方法について

１０月以前の月と比較して約７０％
の配送員が、置き配等の非対面配送
が増えたと回答しました。

置き配バッグ当選者のアンケートに
よると、不在時の置き配活用が多い
事から、バッグの配布が再配達の抑
制に繋がっていると考えられます。



配送員の６８％が非対面（置き配等）での配送
により、不安やストレスが低減したと回答

かなり減った

33%

少し減った

35%

あまり変わらない

24%

少し増えた

8%

かなり増えた

0%置き配等による非対面配送により、
ストレスが低減した配送員が半数以
上となっている一方、ストレスが増
えたと回答した配送員も１割近くと
なりました。

これは、置き配による責任の所在や
手間等が考えられます。



令和６年１１月以降の再配達率について
５１％が「変わらない」、４３％が「低減した」と回答

かなり減った

8%

少し減った

35%

あまり変わらない

51%

少し増えた

3%

かなり増えた

3%再配達率については、配送員の約半
数が変わらないとの回答でしたが、
４３％は低減したとの回答を頂いて
おります。

宅配する地域によっては、置き配
バッグを吊り下げている家庭が少な
いとのご意見をいただいています。



置き配バッグ等の簡易型宅配ボックスについて
「利用してほしい」との回答が９２％

積極的に利用し

てほしい

81%

どちらかという

と利用してほし

い

11%

どちらともいえない

5%

あまり利用して

ほしくない

2%

利用してほしく

ない

1%
配送員の８１％が「積極的に利用し
てほしい」と回答しています。

防犯面や防水面等を考えると、宅配
ボックスの設置を望む声もあります。



宅配利用者に利用してほしいサービスについて
９２％の配送員が対面以外の受け取り方法を希望
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25
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0 20 40 60 80 100 120

対面受け取り

置き配

宅配ロッカー（PUDOなど）

コンビニ窓口

営業所・郵便窓口

その他（自由記述）



置き配バッグ等の簡易型宅配ボックスの利用に
関する配送員からのご意見・ご感想（一部抜粋）

• 使用してくれる方が増える事で業務、再配達の軽減に繋がります。

• 以前に比べて簡易型のボックス等を設定している家庭が増えました。しかしながら普

及率(設置率)がまだ低いように思います。どんどん普及してくれると良いと思います。

• 全世帯に設置できるように無料配布や普及に力を入れてほしい。

• 同業他社、色んな荷物が１日で届く事も多く、１度ロックしても別口から入れられる

宅配BOXを希望します。

• オキッパは印鑑をもらえないので不安です。また、一般的なボックス型の宅配ロッ

カーに比べて出し入れがしづらいです。
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